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学　校　要

学校の特徴

●知的障害のある児童生徒の教育を行う特別支援学校です。

●小学部と中学郡があり、全員が隣接する福祉型障害児入所施設「富山県立砺波学園」

に入園し、通学しています。

●個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成し、一人一人の実態に応じた指導を

心かけ、児童生徒が自分のもつ力を発揮し、豊かに生活できることを目指しています。

富山県立となみ東支援学校
〒939－1436　富山県砺波市福山1149
TEL（0763）37－1553㈹
FAX（0763）37－1554

E－mail：tonamihigashishien＠・ed．pref．toyama．jp



教育　目　標
自分のもつ力を発揮し、豊かに生活する人間を育成する。

校　訓 明るく　　　仲よく 元気よく

教育方針
（1）児童生徒の人間性を尊重し、一人一人の障害の状態やニーズを把握して適切な指導・支援を行う。

（2）それぞれが自己肯定感を高め、社会生活において自己実現を目指すことができる教育の推進に努める。

（3）健康・安全教育を徹底し、心身の健康の保持増進と事故防止に努める。

（4）家庭や学園等関係機関との連携を密にし、地域社会の理解を得て効果的な教育を推進する。

学校沿革
昭和37年　4月1日

54年　4月1日
57年　4月1日

57年12月10日
60年　3月11日

平成元年10月12日
6年　3月31日

11年10月318
16年1月138
17年1月318
18年　2月27日
18年　3月27日
18年11月27日
20年11月25日
21年10月24日
22年　4月1日

26年　9月30日
28年　2月12日
30年11月　2日

令和元年10月19日
2年　2月14日
2年　2月26日
3年　3月29日
4年　3月22日
4年　3月23日
4年　3月25日

児童生徒の実態

」聖空牛徒数

知的障害児施設富山県立砺波学園開設
砺波市立般若小学校・般若中学校砺波学園内特殊学級開級
富山県立高岡養護学校砺波学園分校を砺波学園内に開校
富山県立高等学校等の分校の設置に関する規則の一部改正により「富山県立高岡養護学
校砺波学園分校」から「富山県立となみ養護学校砺波学園分校」となる。
富山県立となみ養護学校砺波学園分校校舎竣工
体育館・音楽室竣工
創立10周年記念式典挙行
特別教室棟竣工
創立20周年記念学習発表会挙行
作業室・学習室増改築工事竣工
トイレ改修工事竣工
心理検査室整備工事竣工
門扉・フェンス工事竣工
学校給食開始
特別教室棟門扉・フェンス工事竣工
創立30周年記念式典挙行

～埋め込み式トランポリン～

富山県立高等学校等の分校の設置に関する規則の一部改正により「富山県立となみ棄支
援学校」となる。
全普通教室エアコン設置
体育館天井等落下防止対策工事完了
普通教室・管理棟屋根改修工事完了
創立40周年記念学習発表会挙行
特別教室空調設備設置工事完了
児童・生徒用（本館）トイレ洋式化改修工事完了
児童・生徒用（特別教室棟、ピロティ）トイレ洋式化改修工事完了
特別教室棟図書室床張り替え工事完了
特別教室棟トイレ床リノリウム化工事完了
エアコン改修工事完了（本館、特別教室棟園書室）
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教育　課程
小学部

　　　　 学年

教科等　　 一一＼ 類型

1　 年 2　 年 3　 年 4　 年 5　 年 6　 年

A B A B A B A B A B A B

教
科
別
指
導

園　　 語 2 1 2 1 3 1 3 1 3 1 3 1

算　　 数 2 1 2 1 2 1 2 1 3 1 3 1

音　　 楽 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

図画工作 2 】 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

体　　 育 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

特別の教科　 道徳 各教科等 を合わせた指導の中で行う

特別活動 1 1 1 1 1 1 1 】 1 1 1 1 1

自立活動 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6 3 6

醤 要 撃 ！ 日常生活の手旨導 6 6 6 6 6 6 6 6 5 6 5 6

遊 びの享旨導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生活単元学習 4 4 5 4 6 6 7 7 7 7 7 7
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（数字は適時数）

中学部

　　　　 学年

教科等　　　 類型

1　 年 2　 年 3　 年

A B A B A B

教
科
別
指
導

国　　 語 3 1 3 1 3 1

数　　 学 3 1 3 1 3 1

音　　 楽 2 2 2 2 2 2

美　　 術 2 2 2 2 2 2

保健体育 3 ， 3 3 3 3 3

特別の教科　 道徳 各教科等 を合わせた指導の中で行う

総合的な学習の時間 1 1 1 1 1 1

特別活動 1 1 1 1 1 1

自立活動 2 3 2 3 2　 こ　 3

持 合 各
導 わ 赦

せ 科
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を

l　 日常生活の指導 3 5 3

3

5 3 5

生活単元学習 3 4 4 3 4

作業学習 6 1 6 6 ． 6 6 6
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（数字は適時数）

市 町 村 小 字 部 ； 中 学 部 合　 計

砺 波 市 1　　　　　 0 1

南 砺 市 0 1 1

小 矢 部 市 0 0 0

高 岡 市 1 1 2

射 水 市 0 1 1

富 山 市 2 2 4

合　 計 4 5 9

職員構成
議 ＼ 讐リ 男 女 合計

校　　 長 0 1 1

教　　 頭 1 0 1

教　　 諭 4 8 12

養護教諭 0 1 1

再任用教諭 0　　　 1 1

臨任講師 0 1 1

係　　 長 1 0 1

技能主任（兼） 1 0 1

校務助手 1 0 1

介助員 0 1 1

配膳員 0 1 1

業務補助員 0 1 1

ス舛し1雄一hlスタッフ 0 1 1

学校医・薬剤師 5 1 6

合　 計 13 17 30

＝＝≡ニ　生進路状況（過去5年間）

年　 度 施　 設 高 等 部 合　 計

令 和 4 年 1 3 4

令 和 3 年 1 5 6

令 和 2 年 0 2 2

令和 元 年 0 4 4

平成 3 0年 0 ！　 1 1



年　間　行　事

1　 学　　 期 2　　 学　　 期 3　　 学　　 期

内

容

・入 学 式　　　　　 ・健 康 診 断 ・防 災 教 室　　　　　 ・地 域 交 流 ・入 学 説 明 会 （新 小 1 ・新 中 1 ）

・運 動 会　　　　　 ・地 域 交 流 ・第 2 回 三 者 懇 談 ・第 3 回 三 者 懇 談

・防 災 教 室 ・避 難 a lL練 ・学 習 発 表 会　　　 ・P T A 親 子 の つ ど い ・地 域 交 流

・第 1 匝ト三 者 懇 談 ・学 校 公 開 週 間 ・避 難 訓1練　　　　 ・修 学 旅 行 （中 3 ） ・卒 業 式

・校 外 学 習　　　 ・交 通 安 全 教 室 ・学 習 参 観 週 間　　 ・校 外 学 習 ・修 了 式

・交 流 及 び 共 同 学 習

・学 習 参 観 週 間

仁 交 流 及 び 共 同 学 習
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砺波市営ハス■・・栴檀 山線　 三合 にて下車　　　　 徒歩 1 0 分

加越能パス……砺 波運 動公園線　 庄乗センターにて下垂

徒歩 2 5 分

砺波駅よ り・1・・・1車で 15 分

高岡駅よ り・・・川車で 4 0 分

砺避雷少年

白無の票
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